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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
ω

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
１
８
０
Ｙ

【
作
者
名
】

　
関
橋
 

大

【
あ
ら
す
じ
】

　Ｕ
．
Ｃ
．
０
１
９
８
～
を
舞
台
に
ガ
ン
ダ
ム
を
書
き
は
じ
め
て
み
ま
し
た

「
も
し
宇
宙
世
紀
が
ま
だ
続
い
て
い
た
ら
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か

ス
ト
ー
リ
ー
自
体
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
す

年
代
的
に
富
野
様
の
ガ
イ
ア
・
ギ
ア
や

Ｇ
－
Ｓ
Ａ
Ｖ
Ｉ
Ｏ
Ｒ
と
カ
ブ
っ
て
し
ま
う
の
で
要
、
注
意
で
す
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小
説
の
勉
強
も
何
ひ
と
つ
し
な
い
で
ノ
リ
で
書
き
は
じ
め
て
し
ま
い
ま
し
た

ガ
ン
ダ
ム
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
見
合
っ
た
中
身
に
な
る
よ
う
努
力
し
ま
す
の
で

さ
ら
っ
と
で
も

興
味
の
あ
る
方
は
駄
文
で
す
が
ご
一
読
お
願
い
し
ま
す

ガ
ン
ダ
ム
の
あ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
や
虚
し
さ
、
そ
し
て
深
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け

た
ら
嬉
し
い
で
す
！

そ
し
て
少
し
で
も

読
ま
れ
た
方
は
感
想
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

待
っ
て
ま
す
！

ど
ん
な
感
想
も
大
歓
迎
で
す

批
評
は
改
善
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す

も
し
も
気
に
入
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
口
コ
ミ
で
拡
散
お
願
い
し
ま
す
笑

更
新
は
と
て
も
遅
く
な
る
と
思
い
ま
す
が

ぜ
ひ
、
ご
一
読
を
！

ち
な
み
に
続
編
も
見
越
し
て
書
い
て
お
り
ま
す



3

時
代
背
景
・
設
定
（
前
書
き
）

本
編
の
投
稿
前
に
背
景
や
設
定
を
書
き
ま
し
た

本
編
中
で
も
な
る
べ
く
解
説
の
文
を
入
れ
る
予
定
で
す
が

一
応
補
足
で
す

一
章
ご
と
に
設
定
は
書
く
つ
も
り
で
す
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時
代
背
景
・
設
定

◆
時
代
背
景
・
設
定
◆

?Ｕ
．
Ｃ
．
０
１
９
３

地
球
連
邦
政
府
は
「
二
世
紀
計
画
」
を
立
案
、
コ
ロ
ニ
ー
群
や
火
星
圏
の
開
発

を
推
進
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
コ
ロ
ニ
ー
群
や
資
源
衛
星
な
ど
を
１
つ
の
単

位
と
し
て
自
治
を
行
わ
せ
る
「
自
治
域
構
想
」
を
実
行
。

?Ｕ
．
Ｃ
．
０
１
９
４
～
０
１
９
５

旧
世
紀
以
来
の
権
力
を
守
ろ
う
と
す
る
自
治
域
化
反
対
派
と
推
進
派
と
の
間
で

争
い
が
起
こ
る
。

エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
論
争
は
実
力
行
使
へ
と
変
わ
り
、
地
球
連
邦
内
の
内
乱
と

な
る
が
、
事
実
上
推
進
派
の
勝
利
と
な
る
。

ダ
カ
ー
ル
に
お
け
る
大
規
模
な
戦
闘
は
後
に
「
ダ
カ
ー
ル
事
件
」
と
呼
ば
れ
る
。

?Ｕ
．
Ｃ
．
０
１
９
５

火
星
面
都
市
、
テ
ィ
コ
・
ブ
ラ
エ
市
に
お
い
て
火
星
連
邦
政
府
樹
立
。

同
年
、
コ
ロ
ニ
ー
公
社
「
コ
ロ
ニ
カ
」
が
誕
生
、
火
星
圏
に
観
光
型
コ
ロ
ニ
ー

「
テ
キ
サ
ス
」
の
建
造
を
開
始
。

?Ｕ
．
Ｃ
．
０
１
９
６

火
星
圏
に
、
よ
り
地
球
の
環
境
を
再
現
し
よ
う
と
新
た
な
工
法
を
用
い
た
新
型
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コ
ロ
ニ
ー
「
ω
－
プ
ラ
ン
ト
」
が
建
造
開
始
。

同
年
、
火
星
面
基
地
ホ
ル
ハ
リ
ス
に
火
星
連
邦
直
轄
の
火
星
連
邦
軍
技
術
開
発

研
究
局
「
マ
ー
ズ
ル
ナ
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
」
設
立
、
第
５
世
代
と
な
る
Ｍ

Ｓ
群
の
開
発
に
取
り
組
む
。

「
Ｎ
Ｔ
計
画
」
に
お
け
る
Ｍ
Ｓ
の
“
専
用
機
化
”

ニ
タ

ま
た
、
Ｕ
．
Ｃ
．
０
１
９
４
に
発
見
さ
れ
た
オ
ー
キ
ソ
ン
粒
子
の
軍
事
利
用
を

目
指
す
。

?Ｕ
．
Ｃ
．
０
１
９
７

地
球
と
月
を
直
接
自
治
域
Ｅ
１
、

地
球
圏
の
コ
ロ
ニ
ー
群
や
資
源
衛
星
を
第
１
自
治
域
べ
ネ
ッ
ト
と
し
て
確
定
。

第
２
自
治
域
の
確
定
に
向
け
て
前
進
。

?Ｕ
．
Ｃ
．
０
１
９
８

火
星
連
邦
軍
は
、
ダ
カ
ー
ル
事
件
で
戦
果
を
あ
げ
た
兵
士
と
火
星
連
邦
軍
内
の

成
績
優
秀
者
で
、
火
星
連
邦
軍
独
立
治
安
維
持
部
隊
ニ
タ
・
ル
イ
ー
テ
隊
を
組

織
、

Ｎ
Ｔ
計
画
の
Ｍ
Ｓ
を
試
験
的
に
配
備
。

―
―
世
論
は
自
治
域
化
を
は
じ
め
と
す
る
二
世
紀
計
画
を
賞
賛
し
た
が
、
地
球

連
邦
政
府
は
Ｅ
１
外
の
エ
リ
ア
へ
の
援
助
や
活
動
を
怠
り
、
そ
れ
等
に
対
す
る

不
満
が
広
が
っ
た
。

逆
に
火
星
連
邦
政
府
の
大
衆
か
ら
の
評
価
は
高
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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主
要
登
場
人
物
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）

◆
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
主
要
登
場
人
物
◆

〇
ア
リ
ス
・
ロ
ン
ダ
ル
（
男
）

「
ダ
カ
ー
ル
事
件
」
に
お
け
る
戦
果
か
ら
ニ
タ
・
ル
イ
ー
テ
隊
に
配
属
さ
れ
た

パ
イ
ロ
ッ
ト
。
階
級
は
大
尉
。

月
の
孤
児
院
で
育
っ
た
。

赤
茶
け
た
髪
色
で
癖
毛
、
髪
型
は
水
嶋
ヒ
ロ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
。
左
目
の
下

に
泣
き
ぼ
く
ろ
が
あ
る
。
２
０
歳
。

〇
サ
ン
ラ
フ
・
ベ
ル
デ
（
男
）

火
星
連
邦
軍
で
の
成
績
か
ら
ニ
タ
・
ル
イ
ー
テ
隊
に
配
属
さ
れ
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
。

階
級
は
少
尉
。

ア
リ
ス
と
同
じ
孤
児
院
で
育
っ
た
。

や
や
長
い
黒
髪
で
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
が
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
。
１
９
歳
。

〇
シ
フ
ィ
ル
・
シ
ャ
レ
テ
ィ
（
女
）

火
星
連
邦
軍
で
の
成
績
か
ら
ニ
タ
・
ル
イ
ー
テ
隊
に
配
属
さ
れ
た
軍
人
。
通
信

士
を
務
め
、
階
級
は
少
尉
。

髪
色
は
薄
茶
で
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
色
の
よ
う
な
感
じ
。
セ
ミ
ロ
ン
グ
程
度
の
長
さ

で
左
側
の
前
髪
を
左
耳
に
か
け
て
い
る
。
２
０
歳
。
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メ
カ
ニ
ッ
ク
解
説
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）

◆
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
主
要
メ
カ
ニ
ッ
ク
解
説
◆

Ｕ
．
Ｃ
．
０
１
９
８
に
お
い
て
、
技
術
開
発
を
牽
引
す
る
の
は
火
星
の
マ
ー
ズ

ル
ナ
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
で
あ
る
。

▼
Ｎ
Ｔ
計
画
▼

ニ
タ

シ
ョ
ッ
ト
ク
ロ
ー
な
ど
特
殊
な
兵
装
を
量
産
機
が
も
つ
よ
う
に
な
り
、
構
造
も

大
変
複
雑
に
な
っ
た
Ｍ
Ｓ
を
顧
み
て

状
況
や
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
特
化
さ
せ
る
“
専
用
機
化
”
と
簡
略
化
を
試
験
的
に
行

う
計
画
。

Ｎ
Ｔ
シ
リ
ー
ズ
の
Ｍ
Ｓ
は
全
て
こ
の
計
画
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

▼
オ
ー
キ
ソ
ン
粒
子
▼

Ｕ
．
Ｃ
．
０
１
９
４
に
ア
ー
ノ
ル
ド
・
オ
ー
キ
ソ
ン
ら
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た

物
質
。

詳
し
い
性
質
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
が
、

?
ビ
ー
ム
の
よ
う
に
飛
散
す
る

?
ガ
ン
ダ
リ
ウ
ム
等
の
物
質
を
瞬
時
に
腐
食
さ
せ
る

?
圧
縮
し
や
す
い

こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
軍
事
利
用
の
為
の
開
発
が
な
さ
れ
て
い
る
。

〇
輸
送
船
“
キ
ャ
メ
ル
”

火
星
連
邦
政
府
の
一
般
的
な
輸
送
船
。

〇
戦
艦
“
メ
イ
ノ
リ
ッ
サ
”
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火
星
連
邦
軍
所
属
の
新
造
艦
。
一
個
中
隊
を
搭
載
可
能
で
あ
る
。

ニ
タ
・
ル
イ
ー
テ
隊
の
母
艦
と
し
て
航
行
す
る
。

〇
ガ
ン
ダ
ム
Ｎ
Ｔ
－
１
０
０
“
イ
ル
メ
イ
ラ
”

型
式
番
号
：
Ｍ
Ｍ
Ｓ
－
Ｎ
Ｔ
－
１
０
０

Ｎ
Ｔ
計
画
で
開
発
さ
れ
た
Ｍ
Ｓ
。
“
専
用
機
化
”
に
よ
り
射
撃
性
能
・
ブ
ー
ス

タ
ー
推
力
に
特
化
し
て
い
る
。

大
型
ブ
ー
ス
タ
ー
や
小
型
プ
ロ
ペ
ラ
ン
ト
タ
ン
ク
を
装
備
し
、

兵
装
は
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
、
ビ
ー
ム
サ
ー
ベ
ル
×
２
、
腕
部
ビ
ー
ム
ラ
ン
チ
ャ

ー
×
２
、
腕
部
大
型
ヒ
ー
ト
サ
ー
ベ
ル
な
ど

ニ
タ
・
ル
イ
ー
テ
隊
に
配
備
さ
れ
、
運
用
さ
れ
る
。

〇
ガ
ン
ダ
ム
Ｎ
Ｔ
－
１
０
３
“
ア
ズ
ベ
ル
”

型
式
番
号
：
Ｍ
Ｍ
Ｓ
－
Ｎ
Ｔ
－
１
０
３

Ｎ
Ｔ
計
画
で
開
発
。
射
撃
性
能
と
索
敵
能
力
に
特
化
し
て
い
る
。

実
弾
系
の
射
撃
兵
装
を
多
く
装
備
し
、
レ
ー
ダ
ー
類
も
装
備
す
る
。

兵
装
は
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
、
ビ
ー
ム
サ
ー
ベ
ル
×
２
、
ミ
サ
イ
ル
ポ
ッ
ド
、
右

腕
部
ロ
ン
グ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ノ
ン
な
ど
。

ニ
タ
・
ル
イ
ー
テ
隊
に
配
備
さ
れ
た
。
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主
要
登
場
人
物
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
♯
２

◆
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
主
要
登
場
人
物
♯
２
◆

付
け
足
し
で
す
。

詳
し
く
書
け
な
い
の
は
ネ
タ
バ
レ
防
止
の
た
め
な
の
で
ご
容
赦
く
だ
さ
い

〇
ア
ル
ダ
・
シ
ュ
ー
ク
（
男
）

〈
ω
－
プ
ラ
ン
ト
〉
の
住
民
受
け
入
れ
開
始
に
合
わ
せ
、
輸
送
船
で
サ
イ
ド
７

キ
ャ
メ
ル

か
ら
渡
っ
て
き
た
少
年
。
政
治
家
の
両
親
を
持
ち
、
異
常
に
大
人
び
た
思
考
を

す
る
。
謎
の
輸
送
船
襲
撃
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
。
８
歳
。

〇
デ
ィ
ノ
・
ア
ッ
ク
ス
バ
イ
ス
（
男
）

輸
送
船
を
襲
撃
し
た
メ
ン
バ
ー
の
１
人
。
階
級
は
大
尉
。
ア
ッ
シ
ュ
（
グ
レ
ー
）

の
や
や
長
め
の
髪
で
真
ん
中
分
け
。
イ
メ
ー
ジ
は
松
田
翔
太
の
よ
う
な
感
じ
。

内
乱
に
お
け
る
反
対
派
議
員
の
家
系
で
、
差
別
を
受
け
て
き
た
。
２
４
歳
。

〇
ギ
ー
ア
ン
・
マ
シ
ェ
ッ
ト
（
男
）

輸
送
船
を
襲
撃
し
た
メ
ン
バ
ー
の
１
人
。
階
級
は
中
尉
。
非
常
に
好
戦
的
な
性

格
で
あ
る
。
シ
ル
バ
ー
の
短
髪
だ
が
、
後
ろ
髪
だ
け
伸
ば
し
て
三
つ
編
み
に
し

て
い
る
。
市
原
隼
人
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
。
２
５
歳
。

〇
ラ
イ
カ
・
シ
ノ
ザ
キ
（
男
）

輸
送
船
襲
撃
メ
ン
バ
ー
の
１
人
。
階
級
は
少
尉
。
前
髪
が
長
め
で
左
右
に
流
し

て
い
る
。
金
～
黄
色
系
統
の
メ
ッ
シ
ュ
が
入
っ
て
い
る
。
イ
メ
ー
ジ
は
溝
端
淳

平
み
た
い
な
感
じ
。
反
対
派
議
員
の
家
系
で
あ
る
。
２
０
歳
。

〇
サ
バ
イ
ア
・
ア
ロ
ウ
（
女
）
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輸
送
船
襲
撃
メ
ン
バ
ー
の
１
人
。
階
級
は
中
尉
。
あ
ま
り
感
情
を
表
に
だ
さ
な

い
が
、
的
確
な
状
況
判
断
で
戦
況
を
捉
え
る
。
髪
色
は
臙
脂
っ
ぽ
く
、
真
ん
中

分
け
で
外
ハ
ネ
。
反
対
派
議
員
の
家
系
で
あ
る
。
２
０
歳
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
（
１
）
（
前
書
き
）

毎
回
こ
の
流
れ
で
行
き
ま
す

登
場
人
物

↓メ
カ
ニ
ッ
ク

↓本
編

っ
て
感
じ
で
す

今
回
は
た
ま
た
ま
時
間
が
あ
り
ま
し
て
す
ぐ
更
新
で
き
ま
し
た
が

こ
れ
か
ら
ス
パ
ン
は
長
く
な
る
と
思
い
ま
す

ど
う
ぞ
長
い
目
で
見
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
！

ち
な
み
に

プ
ロ
ロ
ー
グ
は
ま
だ
続
き
ま
す
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プ
ロ
ロ
ー
グ
（
１
）

　
　
０
１
９
８

　
（
―
―
〈
ω
－
プ
ラ
ン
ト
〉
は
近
代
科
学
技
術
の
粋
を
尽
く
し
て
建
造
さ
れ

た
、
夢
の
半
球
体
型
コ
ロ
ニ
ー
で
す
。
地
球
連
邦
政
府
と
火
星
連
邦
政
府
、
そ

し
て
我
が
コ
ロ
ニ
カ
社
の
共
同
開
発
に
よ
る
広
大
な
空
間
の
中
に
は
、
よ
り
忠

実
に
再
現
さ
れ
た
豊
か
な
自
然
環
境
が
作
ら
れ
、
皆
様
を
癒
し
て
く
れ
る
で
し

ょ
う
。
し
か
し
一
度
市
街
地
に
入
れ
ば
、
政
府
公
認
の
安
全
・
安
心
の
店
舗
が

軒
を
連
ね
、
豊
か
な
毎
日
を
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
さ
あ
、
新
し
い
生
活
の

始
ま
り
で
す
。
よ
う
こ
そ
、
宇
宙
の
オ
ア
シ
ス
〈
ω
－
プ
ラ
ン
ト
〉
へ
！
）

　
宇
宙
は
目
の
前
に
あ
っ
た
。

　
輸
送
船
の
窓
越
し
に
見
る
そ
れ
は
ど
こ
か
よ
そ
よ
そ
し
く
、
窓
に
映
る
自
分

の
瞳
の
色
と
溶
け
合
っ
て
偽
物
の
色
を
晒
し
続
け
て
い
た
。

　
そ
の
本
当
の
色
を
見
よ
う
と
、
人
類
は
太
古
の
昔
か
ら
追
い
求
め
て
き
た
。

改
暦
以
後
、
そ
の
活
動
の
範
囲
を
押
し
拡
げ
て
き
た
歴
史
も
、
も
う
じ
き
二
百

年
と
な
り
、
最
後
の
大
き
な
戦
乱
か
ら
も
半
世
紀
近
く
が
過
ぎ
て
い
た
。
さ
ら

に
地
球
連
邦
政
府
は
「
二
世
紀
計
画
」
を
打
ち
出
し
、
再
び
人
類
は
生
活
の
場

を
拡
大
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
当
初
は
自
治
域
構
想
を
主
軸
に
進
む
予
定
で
あ

っ
た
二
世
紀
計
画
だ
っ
た
が
、
「
ダ
カ
ー
ル
事
件
」
と
呼
ば
れ
る
戦
闘
を
主
と

す
る
地
球
連
邦
政
府
内
の
内
乱
に
よ
り
自
治
域
構
想
の
実
現
は
滞
り
、
二
世
紀

計
画
の
一
環
で
あ
る
火
星
圏
開
発
ば
か
り
に
大
衆
の
注
目
は
向
け
ら
れ
て
い
た
。

　
火
星
面
都
市
、
テ
ィ
コ
・
ブ
ラ
エ
市
の
完
成
を
契
機
に
、
火
星
面
基
地
ホ
ル

ハ
リ
ス
の
稼
働
、
そ
し
て
火
星
連
邦
政
府
の
樹
立
と
進
ん
だ
開
発
は
、
火
星
圏

に
コ
ロ
ニ
ー
群
を
建
造
す
る
に
ま
で
至
り
、
そ
の
記
念
す
べ
き
第
１
号
が
〈
ω

－
プ
ラ
ン
ト
〉
で
あ
っ
た
。

　　
―
―
ず
れ
て
い
る
。



13

　
こ
ん
な
大
人
も
興
味
を
持
た
な
い
よ
う
な
話
を
、
１
０
歳
に
も
な
ら
な
い
息

子
に
何
度
も
教
え
込
む
政
治
家
の
両
親
た
ち
も
、
我
が
身
の
保
身
の
為
だ
け
に

地
球
連
邦
と
い
う
檻
の
中
に
留
ま
ろ
う
と
す
る
他
の
政
治
家
た
ち
も
。

　
住
民
の
受
け
入
れ
を
開
始
し
た
〈
ω
－
プ
ラ
ン
ト
〉
へ
向
か
う
輸
送
船
の
窓

キ
ャ
メ
ル

際
で
窓
外
を
眺
め
な
が
ら
、
８
歳
の
少
年
ア
ル
ダ
・
シ
ュ
ー
ク
は
嘆
息
を
つ
い

た
。
や
っ
と
馴
染
ん
で
き
た
サ
イ
ド
７
の
友
人
達
と
別
れ
、
両
親
と
共
に
こ
の

輸
送
船
に
乗
船
し
て
か
ら
ど
れ
だ
け
経
っ
た
だ
ろ
う
か
。
今
は
綺
麗
に
整
え
ら

れ
た
黒
髪
で
さ
え
鬱
陶
し
く
感
じ
ら
れ
る
。

　
そ
の
場
で
立
ち
上
が
っ
て
周
囲
を
見
渡
し
て
み
て
も
、
４
０
歳
、
５
０
歳
の

政
治
家
達
ば
か
り
の
船
内
に
ア
ル
ダ
は
再
び
小
さ
な
嘆
息
を
も
ら
し
た
。
二
つ

一
組
の
座
席
が
三
列
、
５
０
人
は
い
る
だ
ろ
う
。
そ
の
中
に
見
事
に
馴
染
ん
だ

両
親
は
、
自
分
と
は
反
対
側
の
窓
側
、
右
斜
め
前
の
方
向
の
座
席
に
並
ん
で
座

っ
て
い
た
。
黒
髪
を
オ
ー
ル
バ
ッ
ク
に
整
え
、
高
価
な
ス
ー
ツ
を
着
こ
ん
だ
恰

幅
の
良
い
父
と
、
パ
ー
マ
を
か
け
た
ブ
ロ
ン
ド
の
華
奢
な
体
型
の
母
。
よ
く
テ

レ
ビ
番
組
で
見
か
け
る
“
政
治
家
夫
婦
”
そ
の
も
の
だ
。

　
ダ
カ
ー
ル
事
件
は
、
そ
の
後
遺
症
と
し
て
自
治
域
化
推
進
派
の
成
り
上
が
り

と
反
対
派
の
没
落
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
家
系
の
差
別
を
残
し
た
。
推
進
し
た

く
は
な
い
が
反
対
す
る
勇
気
も
な
く
、
優
勢
と
思
わ
れ
る
推
進
派
に
つ
い
た
両

親
は
、
見
事
に
成
功
を
手
に
入
れ
た
の
だ
っ
た
。

　
そ
の
恩
恵
で
今
こ
こ
に
自
分
が
い
る
と
思
う
と
、
ア
ル
ダ
は
一
層
自
分
と
世

界
の
「
ず
れ
」
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
右
隣
に
座
る
太
っ
た
男
性
が
快
く
は
思
っ
て
い
な
い
目
で
こ
ち
ら
を
見
て
い

た
こ
と
に
気
づ
い
た
ア
ル
ダ
は
座
席
に
座
り
直
し
、
男
性
の
発
す
る
コ
ー
ヒ
ー

や
タ
バ
コ
の
混
ざ
っ
た
独
特
の
に
お
い
か
ら
逃
げ
る
よ
う
に
顔
を
窓
へ
向
け
た
。

　
（
―
―
本
機
は
、
地
球
連
邦
政
府
の
管
轄
す
る
範
囲
を
抜
け
、
火
星
連
邦
政

府
の
管
轄
範
囲
内
に
入
り
ま
し
た
。
到
着
ま
で
、
も
う
し
ば
ら
く
宇
宙
の
旅
を

お
楽
し
み
―
―
）

　
船
長
の
も
の
と
思
わ
れ
る
声
が
全
て
を
言
い
切
ら
な
い
う
ち
に
、
前
方
か
ら

耳
を
つ
ん
ざ
く
よ
う
な
爆
音
と
、
同
時
に
小
さ
な
悲
鳴
が
起
こ
り
、
ア
ル
ダ
は

心
臓
が
飛
び
跳
ね
る
の
を
知
覚
し
た
。
立
ち
上
が
る
と
い
う
思
考
も
起
き
ず
、
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ま
だ
耳
鳴
り
の
残
る
ア
ル
ダ
の
耳
に
、
音
の
し
た
方
向
か
ら
男
の
声
が
聞
こ
え

た
。

　
「
騒
い
だ
り
下
手
に
動
い
た
り
し
な
い
で
も
ら
い
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
危
害

は
加
え
な
い
。
も
ち
ろ
ん
議
員
様
の
ボ
デ
ィ
ー
ガ
ー
ド
も
だ
」

　
状
況
に
逆
行
す
る
よ
う
な
、
冷
静
で
落
ち
着
い
た
声
が
張
り
つ
め
た
空
気
に

響
く
。
全
員
が
、
叫
び
出
し
た
い
衝
動
を
必
死
で
抑
え
て
い
る
の
が
伝
わ
っ
て

く
る
。

　
「
言
っ
た
ほ
う
が
騒
が
ず
に
い
ら
れ
る
な
ら
ば
言
お
う
。
こ
の
輸
送
船
は
あ

な
た
方
以
外
に
も
、
月
か
ら
の
荷
物
を
運
ん
で
い
る
。
そ
れ
を
奪
う
こ
と
だ
け

が
、
我
々
の
目
的
だ
。
だ
か
ら
誰
も
変
な
気
は
起
こ
さ
な
い
で
も
ら
い
た
い
。

船
長
も
殺
し
て
な
ど
い
な
い
」

　
そ
う
言
い
終
え
る
と
、
そ
の
男
と
も
う
１
人
別
な
人
間
の
も
の
と
思
わ
れ
る

足
音
が
、
貨
物
ラ
ッ
ク
の
あ
る
船
尾
側
、
つ
ま
り
自
分
達
の
座
る
方
向
へ
徐
々

に
近
づ
い
て
く
る
の
が
分
か
っ
た
。
次
第
に
大
き
く
な
る
足
音
に
、
ア
ル
ダ
は

全
身
が
硬
直
す
る
の
を
感
じ
、
四
肢
の
先
だ
け
が
震
え
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ

い
た
。

　
足
音
が
極
限
ま
で
迫
り
、
座
席
越
し
に
二
人
の
男
が
見
え
よ
う
と
い
う
そ
の

と
き
、
足
音
よ
り
も
大
き
な
金
属
音
が
自
分
の
右
隣
で
弾
け
、
ア
ル
ダ
は
自
分

が
拳
銃
で
撃
た
れ
た
か
の
よ
う
な
錯
覚
に
陥
っ
た
。
「
動
く
な
っ
つ
っ
て
ん
だ

ろ
う
が
！
」
初
め
て
聞
く
も
う
１
人
の
男
の
声
に
は
ど
こ
か
喜
び
が
混
じ
っ
て

お
り
、
ア
ル
ダ
は
隣
の
太
っ
た
男
の
足
許
に
転
が
る
金
属
製
の
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ

プ
を
見
た
。
「
や
め
ろ
、
ギ
ー
ア
ン
！
」
と
い
う
最
初
の
男
の
声
が
聞
こ
え
た

刹
那
、
二
度
目
の
銃
声
が
船
内
に
響
き
渡
り
、
そ
の
眉
間
に
銃
弾
を
受
け
た
太

っ
た
男
が
無
様
に
呻
き
、
涙
の
よ
う
に
流
れ
る
赤
黒
い
血
を
垂
ら
し
な
が
ら
ア

ル
ダ
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
く
ず
お
れ
た
。
太
っ
た
男
の
亡
骸
越
し
に
見
え

た
ギ
ー
ア
ン
と
呼
ば
れ
た
男
の
満
足
げ
な
表
情
に
、
ア
ル
ダ
は
ひ
ど
い
悪
寒
を

感
じ
た
。

　
そ
の
場
の
誰
も
が
息
を
飲
ん
だ
少
し
の
間
の
直
後
、
そ
れ
ま
で
抑
え
て
い
た

恐
怖
を
抑
え
切
れ
な
く
な
っ
た
何
人
か
の
乗
客
達
が
一
斉
に
悲
鳴
を
上
げ
て
座

席
か
ら
飛
び
出
し
始
め
る
と
、
ギ
ー
ア
ン
は
三
つ
編
み
を
揺
ら
し
な
が
ら
仲
間
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の
制
止
を
無
視
し
て
立
て
続
け
に
銃
声
を
響
か
せ
た
。

　
ま
だ
体
温
も
独
特
の
に
お
い
も
残
る
太
っ
た
男
の
亡
骸
を
な
ん
と
か
押
し
や

っ
た
ア
ル
ダ
は
、
撃
た
れ
て
倒
れ
る
人
々
の
中
に
ブ
ロ
ン
ド
に
パ
ー
マ
を
あ
て

て
い
る
華
奢
な
体
型
の
女
性
と
そ
れ
を
庇
う
か
の
よ
う
に
崩
れ
る
黒
髪
の
恰
幅

の
良
い
男
性
を
視
界
の
端
に
見
た
。

　
「
も
う
い
い
、
や
め
ろ
。
こ
ん
な
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
！
」

　
ギ
ー
ア
ン
の
銃
を
も
つ
腕
を
掴
み
、
最
初
の
男
が
威
圧
的
な
声
色
で
話
す
。

　
「
分
か
っ
た
よ
、
デ
ィ
ノ
‘
仮
’
隊
長
殿
」

　
嘲
笑
す
る
よ
う
に
そ
う
返
し
た
ギ
ー
ア
ン
は
、
デ
ィ
ノ
と
呼
ん
だ
男
の
手
を

払
い
の
け
る
と
鼻
歌
を
歌
い
な
が
ら
貨
物
ラ
ッ
ク
へ
繋
が
る
扉
を
開
け
て
出
て

行
っ
た
。
後
を
追
う
よ
う
に
し
て
扉
か
ら
出
て
行
く
デ
ィ
ノ
か
ら
小
さ
く
、
す

ま
な
い
、
と
聞
こ
え
た
気
が
し
た
。

　
も
う
誰
も
立
ち
上
が
ろ
う
と
は
せ
ず
、
操
縦
席
と
客
席
を
見
張
る
三
人
目
の

男
だ
け
が
、
こ
の
空
間
で
動
く
も
の
に
な
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。

　
床
に
転
が
る
亡
骸
の
い
く
つ
か
を
知
っ
て
い
る
気
が
し
て
、
ア
ル
ダ
は
そ
の

場
か
ら
二
度
と
動
き
た
く
な
か
っ
た
。

　
体
中
に
つ
い
た
他
人
の
血
が
自
分
の
体
温
を
奪
っ
て
い
く
感
覚
に
、
ア
ル
ダ

は
全
身
の
肌
を
粟
立
た
せ
た
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
（
２
）
（
前
書
き
）

プ
ロ
ロ
ー
グ
の
続
き
で
す

紛
ら
わ
し
い
人
物
が
多
い
の
で
す
が

主
人
公
は
基
本
的
に
こ
こ
か
ら
登
場
の
ア
リ
ス
の
つ
も
り
で
す

ま
だ
ま
だ
プ
ロ
ロ
ー
グ
は
続
き
ま
す

長
い
で
す
が
ど
う
か
飽
き
な
い
で
！

ユ
ニ
コ
ー
ン
も
プ
ロ
ロ
ー
グ
長
い
で
す
し
笑
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プ
ロ
ロ
ー
グ
（
２
）

　
　
　
　
※

　
（
―
―
出
撃
待
機
中
の
全
Ｍ
Ｓ
へ
。
護
衛
目
標
か
ら
の
救
難
信
号
を
キ
ャ
ッ

チ
し
ま
し
た
。
原
因
は
不
明
、
現
宙
域
に
敵
機
ら
し
き
反
応
あ
り
ま
せ
ん
）

　
突
然
起
こ
っ
た
不
測
の
事
態
に
、
《
イ
ル
メ
イ
ラ
》
の
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
内
の

ア
リ
ス
・
ロ
ン
ダ
ル
は
虚
を
突
か
れ
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
膝
を
ぶ
つ
け
た
痛
み

で
ま
ど
ろ
み
か
ら
引
き
戻
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
何
が
起
こ
っ
た
？
〈
ω
－
プ
ラ
ン
ト
〉
へ
と
住
民
を
運
ぶ
と
同
時
に
マ
ー
ズ

ル
ナ
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
へ
の
物
資
を
運
ぶ
輸
送
船
の
護
衛
を
任
さ
れ
、
遠

方
か
ら
の
護
衛
を
火
星
連
邦
政
府
の
管
轄
内
か
ら
開
始
し
て
も
の
の
数
分
。
ま

た
い
つ
も
の
押
し
付
け
仕
事
か
程
度
に
思
っ
て
い
た
矢
先
、
耳
に
響
い
た
ダ
カ

ー
ル
事
件
以
来
の
警
報
に
、
ア
リ
ス
は
全
身
の
毛
が
逆
立
つ
の
を
感
じ
た
。

　
突
貫
工
事
で
開
発
さ
れ
て
き
た
火
星
連
邦
管
轄
圏
内
の
実
状
を
呈
し
て
か
、

ま
だ
最
後
の
８
機
目
も
配
備
さ
れ
て
い
な
い
ニ
タ
・
ル
イ
ー
テ
隊
に
と
っ
て
、

さ
ら
に
は
火
星
連
邦
に
と
っ
て
、
敵
の
存
在
が
確
認
さ
れ
れ
ば
こ
れ
が
最
初
の

実
戦
と
な
る
か
ら
だ
。

　
そ
の
驚
き
は
全
員
同
じ
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
ア
リ
ス
と
同
じ
く
待
機
中
だ
っ

た
左
舷
Ｍ
Ｓ
デ
ッ
キ
の
 

他
３
人
や
、
右
舷
デ
ッ
キ
の
３
人
も
驚
き
の
声
を
隠

せ
ず
に
い
る
。

　
（
今
現
在
の
状
況
は
非
常
に
不
明
瞭
で
す
。
１
番
機
と
２
番
機
は
、
調
査
の

イ
ル
メ
イ
ラ

ア
ズ
ベ
ル

為
至
急
発
艦
お
願
い
し
ま
す
）

　
と
続
い
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
シ
フ
ィ
ル
・
シ
ャ
レ
テ
ィ
の
声
に
、
「
了
解
」

と
だ
け
返
し
た
ア
リ
ス
は
、
自
分
の
心
の
底
に
不
謹
慎
な
高
揚
が
沸
き
上
が
る

の
を
知
覚
し
た
。
こ
の
よ
う
に
発
艦
す
る
の
も
い
つ
以
来
だ
ろ
う
か
。

　
目
を
閉
じ
て
ひ
と
つ
深
呼
吸
を
し
た
ア
リ
ス
は
、
操
縦
幹
を
手
を
あ
て
直
す

と
、
い
つ
も
よ
り
重
く
感
じ
る
《
イ
ル
メ
イ
ラ
》
の
足
を
カ
タ
パ
ル
ト
へ
と
歩

か
せ
た
。
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射
出
装
置
に
《
イ
ル
メ
イ
ラ
》
の
両
足
を
固
定
し
た
ア
リ
ス
は
、
オ
ー
ル
ビ

ュ
ー
モ
ニ
タ
ー
に
広
が
る
漆
黒
の
宇
宙
に
開
放
的
な
気
分
を
味
わ
っ
た
。

　
（
何
が
起
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
気
を
つ
け
て
）
と
個
別
回
線
で
発
さ
れ

た
シ
フ
ィ
ル
の
声
に
、
「
こ
の
戦
い
が
終
わ
っ
た
ら
、
一
緒
に
映
画
で
も
行
こ

う
」
と
冗
談
半
分
、
本
気
半
分
で
答
え
た
ア
リ
ス
は
、
笑
っ
た
声
で
（
わ
か
り

ま
し
た
）
と
返
っ
て
き
た
返
事
に
胸
を
撫
で
下
ろ
し
た
。

　
続
け
て
、
「
少
し
先
に
出
て
お
く
。
後
か
ら
追
い
付
い
て
こ
い
」
と
２
番
機

ア
ズ
ベ
ル

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
サ
ン
ラ
フ
・
ベ
ル
デ
に
言
葉
を
放
っ
た
ア
リ
ス
は
、
カ
ウ
ン

ト
が
ゼ
ロ
に
な
る
と
同
時
に
フ
ッ
ト
ペ
ダ
ル
を
踏
み
込
ん
だ
。

　
「
ア
リ
ス
・
ロ
ン
ダ
ル
、
《
イ
ル
メ
イ
ラ
》
、
出
ま
す
！
」

　
カ
タ
パ
ル
ト
か
ら
射
出
さ
れ
る
と
、
戦
艦
の
速
度
を
そ
の
ま
ま
引
き
受
け
、

大
型
の
ブ
ー
ス
タ
ー
で
さ
ら
に
加
速
し
た
《
イ
ル
メ
イ
ラ
》
の
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト

内
で
、
ア
リ
ス
は
み
る
み
る
遠
ざ
か
る
母
艦
を
見
遣
っ
た
。

メ
イ
ノ
リ
ッ
サ

　
一
筋
の
淡
い
光
が
、
底
抜
け
に
広
が
る
暗
黒
に
飲
み
下
さ
れ
て
い
っ
た
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
（
３
）
（
前
書
き
）

気
に
な
っ
た
部
分
な
ど
あ
れ
ば
指
摘
し
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
！

そ
う
で
な
く
て
も
感
想
や
評
価
な
ど

暇
な
時
に
書
い
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
く
て
泣
き
ま
す
（
笑
）

プ
ロ
ロ
ー
グ
は
も
う
少
し
続
き
ま
す
が

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
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プ
ロ
ロ
ー
グ
（
３
）

　
　
　
　
※

　
後
か
ら
追
い
付
い
て
こ
い
―
―

　
そ
の
言
葉
を
聞
い
た
瞬
間
、
サ
ン
ラ
フ
・
ベ
ル
デ
は
頭
か
ら
爪
先
ま
で
電
流

が
駆
け
抜
け
た
の
を
確
か
に
知
覚
し
た
。
快
活
に
返
事
を
し
よ
う
と
思
っ
た
の

だ
が
、
言
葉
に
詰
ま
る
間
に
ア
リ
ス
の
乗
る
《
イ
ル
メ
イ
ラ
》
は
カ
タ
パ
ル
ト

か
ら
消
え
て
し
ま
っ
た
。

　
あ
あ
い
う
人
に
な
り
た
い
ん
だ
、
自
分
は
。

　
サ
ン
ラ
フ
は
改
め
て
そ
の
思
い
を
反
芻
し
た
。
偶
然
に
も
月
の
同
じ
孤
児
院

出
身
で
、
年
齢
だ
け
で
な
く
常
に
自
分
の
先
を
行
く
存
在
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し

て
も
優
秀
で
、
実
戦
経
験
も
こ
の
身
の
比
じ
ゃ
な
い
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
い

や
、
カ
リ
ス
マ
性
と
で
も
言
う
の
だ
ろ
う
か
―
―

　
（
い
つ
ま
で
突
っ
立
っ
て
る
つ
も
り
だ
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
じ
ゃ
ね
え
ん
だ

ぞ
）

　
我
に
帰
っ
た
サ
ン
ラ
フ
は
、
声
の
主
で
あ
る
部
隊
一
の
ベ
テ
ラ
ン
、
マ
ル
ス
・

バ
ニ
ッ
シ
ュ
に
咄
嗟
の
謝
罪
を
す
る
と
、
先
程
ア
リ
ス
が
飛
び
立
っ
た
ば
か
り

の
カ
タ
パ
ル
ト
へ
と
《
ア
ズ
ベ
ル
》
を
向
か
わ
せ
た
。

　
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
捲
し
立
て
る
右
舷
Ｍ
Ｓ
デ
ッ
キ
の
３
人
の
言
葉

を
無
視
し
な
が
ら
、
サ
ン
ラ
フ
は
射
出
装
置
に
《
ア
ズ
ベ
ル
》
の
足
を
固
定
し

た
。

　
一
番
の
年
少
者
と
い
う
こ
と
と
、
‘
非
’
ダ
カ
ー
ル
上
が
り
の
火
星
連
邦
製

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
子
供
扱
い
は
毎
度
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
実
戦
で
は
そ
う

は
い
か
な
い
。
生
き
る
か
、
死
ぬ
か
だ
。

　
（
肩
の
力
、
抜
い
て
行
け
よ
）

　
そ
の
言
葉
に
、
サ
ン
ラ
フ
は
動
悸
が
収
ま
る
の
を
感
じ
た
。
バ
ズ
・
デ
ク
ス

マ
ン
、
自
分
と
同
い
年
で
同
じ
火
星
連
邦
上
が
り
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
だ
。
た
だ
、

子
供
扱
い
さ
れ
る
の
は
自
分
だ
け
な
の
だ
が
。
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「
了
解
で
す
！
」

　
バ
ズ
に
だ
け
そ
う
返
し
、
ま
だ
言
い
慣
れ
な
い
言
葉
を
コ
ー
ル
し
た
。

　
「
サ
ン
ラ
フ
・
ベ
ル
デ
、
《
ア
ズ
ベ
ル
》
、
行
き
ま
す
！
」

　
フ
ッ
ト
ペ
ダ
ル
を
踏
み
込
ん
で
加
速
さ
せ
た
《
ア
ズ
ベ
ル
》
は
、
数
分
前
の

《
イ
ル
メ
イ
ラ
》
と
同
じ
よ
う
な
軌
跡
を
描
い
て
飛
ん
だ
。

　
そ
の
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
の
中
で
、
サ
ン
ラ
フ
は
再
び
早
く
な
る
鼓
動
を
感
じ
続

け
た
。
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メ
カ
ニ
ッ
ク
解
説
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
♯
２
（
前
書
き
）

毎
回
毎
回
説
明
を
は
さ
ん
で
す
い
ま
せ
ん
！

第
１
章
以
降
は
一
発
で
ま
と
め
る
よ
う
に
気
を
付
け
ま
す
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メ
カ
ニ
ッ
ク
解
説
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
♯
２

◆
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
主
要
メ
カ
ニ
ッ
ク
解
説
♯
２
◆

プ
ロ
ロ
ー
グ
（
４
）
か
ら
登
場
す
る
「
黒
い
Ｍ
Ｓ
」
に
つ
い
て

ネ
タ
バ
レ
し
な
い
程
度
に
解
説

〇
「
黒
い
Ｍ
Ｓ
」
《
ダ
ル
・
フ
ィ
ー
ブ
ル
》

型
式
番
号
：
Ｃ
Ｃ
Ｍ
－
０
２
Ｆ
（
Ｄ
）

輸
送
船
襲
撃
事
件
に
お
い
て
初
め
て
確
認
さ
れ
た
、
通
称
「
黒
い
Ｍ
Ｓ
」

平
均
的
な
性
能
を
有
す
る
が
、
比
較
的
小
型
で
機
動
性
に
富
む
。

カ
ラ
ー
リ
ン
グ
は
黒
を
基
調
と
し
、
全
体
的
な
シ
ル
エ
ッ
ト
は
デ
ナ
ン
・
ゾ
ン

的
な
イ
メ
ー
ジ
。

た
だ
し
頭
部
は
従
来
に
は
な
い
タ
イ
プ
で
、
中
央
に
大
き
め
の
メ
イ
ン
カ
メ
ラ

が
あ
り
、
ベ
ル
テ
ィ
ゴ
や
メ
リ
ク
リ
ウ
ス
な
ど
に
近
い
。

兵
装
は
、
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
、
腕
部
マ
シ
ン
ガ
ン
×
２
、
ビ
ー
ム
サ
ー
ベ
ル
×

２
、
背
部
拡
散
ビ
ー
ム
キ
ャ
ノ
ン
、
な
ど

〇
《
ガ
ー
・
フ
ィ
ー
ブ
ル
》

型
式
番
号
：
Ｃ
Ｃ
Ｍ
－
０
３
Ｆ
（
Ｇ
）

上
記
の
《
ダ
ル
・
フ
ィ
ー
ブ
ル
》
の
改
良
型
。
よ
り
中
～
近
距
離
戦
に
特
化
し

て
い
る
。

主
に
小
隊
長
ク
ラ
ス
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
搭
乗
す
る
。
同
じ
く
黒
を
基
調
と
し
、

上
が
デ
ナ
ン
・
ゾ
ン
な
ら
こ
っ
ち
は
デ
ナ
ン
・
ゲ
ー
。

兵
装
は
、
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
、
腕
部
マ
シ
ン
ガ
ン
×
２
、
ビ
ー
ム
サ
ー
ベ
ル
×

２
、
背
部
ミ
サ
イ
ル
ポ
ッ
ド
×
２
、
な
ど
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
（
４
）
（
前
書
き
）

本
編
か
ら
読
ま
れ
た
方
で
も
し
分
か
ら
な
い
部
分
が
あ
れ
ば

解
説
も
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い

た
ぶ
ん
解
説
し
て
い
る
は
ず
で
す
！

そ
れ
で
も
分
か
ら
な
い
部
分
が
あ
れ
ば

伝
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
解
説
を
投
稿
し
ま
す

そ
ろ
そ
ろ
プ
ロ
ロ
ー
グ
も
終
わ
り
に
近
づ
い
て
き
ま
し
た

Ｍ
Ｓ
の
戦
闘
を
う
ま
く
描
写
で
き
る
か
が
勝
負
で
す
ね
！



25

プ
ロ
ロ
ー
グ
（
４
）

　
　
　
　
※

　
何
一
つ
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
今
分
か
る
こ
と
と
言
え
ば
、
自
分
が
泣
い
て

い
る
ら
し
い
こ
と
ぐ
ら
い
な
も
の
だ
っ
た
。

　
状
況
に
理
解
が
追
い
付
い
て
い
な
い
の
に
、
泣
か
な
け
れ
ば
と
判
断
し
た
脳

髄
が
勝
手
に
涙
を
流
さ
せ
る
。
ア
ル
ダ
・
シ
ュ
ー
ク
は
思
考
を
止
め
た
頭
で
、

交
わ
さ
れ
る
男
た
ち
の
会
話
を
聞
い
た
。
い
つ
の
間
に
か
ノ
ー
マ
ル
ス
ー
ツ
を

着
て
い
る
。

　
「
コ
ン
テ
ナ
切
り
離
し
の
準
備
は
完
了
だ
。
ラ
イ
カ
、
そ
っ
ち
は
ど
う
だ
？
」

　
貨
物
ブ
ロ
ッ
ク
へ
と
繋
が
る
扉
か
ら
頭
を
出
し
て
、
デ
ィ
ノ
と
呼
ば
れ
て
い

た
男
が
乗
客
と
操
縦
席
を
監
視
す
る
３
人
目
の
男
に
言
う
。

　
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
オ
ー
ト
航
行
を
止
め
さ
せ
た
後
に
眠
ら
せ
た
ん
だ
け
ど
、

救
難
信
号
を
発
信
し
た
み
た
い
な
ん
だ
。
レ
ー
ダ
ー
に
も
こ
っ
ち
に
向
か
う
機

影
が
２
つ
あ
る
」

　
ラ
イ
カ
と
呼
ば
れ
た
ど
こ
か
軽
薄
そ
う
な
男
が
答
え
る
。

　
「
救
難
信
号
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
に
し
て
も
早
す
ぎ
る
な
…
…
。
サ
バ
イ
ア
の

《
ダ
ル
・
フ
ィ
ー
ブ
ル
》
は
ま
だ
来
な
い
の
か
？
」

　
「
い
や
、
来
た
み
た
い
で
す
よ
」

　
ラ
イ
カ
が
輸
送
船
の
窓
外
に
目
を
向
け
な
が
ら
言
っ
た
。
ア
ル
ダ
も
目
を
向

け
て
み
る
と
、
宇
宙
の
黒
と
は
ま
た
違
っ
た
黒
色
の
な
に
か
が
、
ブ
ー
ス
ト
光

を
背
中
に
背
負
っ
て
ど
ん
ど
ん
接
近
す
る
の
が
見
え
た
。

　
次
第
に
大
き
く
な
っ
た
そ
れ
は
、
Ｍ
Ｓ
ら
し
い
黒
い
人
型
を
ア
ル
ダ
の
網
膜

に
焼
き
付
け
た
。
全
体
的
に
角
の
少
な
い
丸
い
シ
ル
エ
ッ
ト
で
、
同
じ
機
体
を

２
機
ワ
イ
ヤ
ー
で
牽
引
し
て
い
る
。
こ
の
男
た
ち
の
機
体
だ
ろ
う
。
ア
ル
ダ
は

テ
レ
ビ
番
組
の
特
番
で
見
た
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
?
襲
撃
に
使
用
さ
れ
た
Ｍ
Ｓ
を

思
い
出
し
た
。

　
し
か
し
頭
部
は
そ
の
Ｍ
Ｓ
と
は
大
き
く
異
な
り
、
人
間
で
言
え
ば
顔
の
中
心
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に
あ
た
る
所
に
あ
る
メ
イ
ン
カ
メ
ラ
ら
し
き
部
分
が
、
不
気
味
な
水
色
に
近
い

光
を
宇
宙
の
漆
黒
に
浮
き
立
た
せ
て
い
る
。

　
輸
送
船
に
限
り
な
く
近
づ
い
た
そ
れ
は
、
船
内
を
覗
き
込
む
よ
う
に
し
て
通

り
過
ぎ
、
船
尾
の
コ
ン
テ
ナ
側
へ
と
消
え
た
。

　
「
俺
は
サ
バ
イ
ア
の
《
ダ
ル
・
フ
ィ
ー
ブ
ル
》
に
同
乗
し
て
コ
ン
テ
ナ
の
牽

引
を
す
る
。
ラ
イ
カ
は
ギ
ー
ア
ン
と
も
う
２
機
に
搭
乗
し
て
離
脱
の
援
護
を
頼

む
。
護
衛
の
動
き
が
思
っ
た
よ
り
早
い
。
急
ぐ
ぞ
」

　
そ
う
発
し
た
デ
ィ
ノ
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
バ
イ
ザ
ー
を
下
ろ
す
と
、
船
尾
の
方

向
へ
戻
っ
て
い
っ
た
。

　
「
了
解
」
と
応
じ
た
ラ
イ
カ
も
、
監
視
の
必
要
は
な
い
と
判
断
し
た
の
か
、

後
を
追
う
よ
う
に
船
尾
へ
と
消
え
て
い
っ
た
。

　
再
び
沈
黙
が
訪
れ
た
客
席
で
、
ア
ル
ダ
は
ふ
と
さ
っ
き
と
は
反
対
の
窓
外
に

目
を
や
っ
た
。
ま
だ
流
れ
よ
う
と
す
る
涙
に
滲
ん
で
、
２
つ
の
星
が
一
際
強
く

光
っ
て
見
え
た
。
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報
告
で
す
！

こ
れ
は
本
編
と
は
全
然
関
係
な
い

私
か
ら
こ
の
小
説
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
の
お
詫
び
で
す
！

私
実
は
ま
だ
学
生
で
し
て

遊
び
過
ぎ
た
せ
い
か
成
績
が
恐
ろ
し
い
こ
と
に
な
り

最
近
こ
の
ガ
ン
ダ
ム
ω
の
更
新
が
長
い
こ
と
滞
っ
て
お
り
ま
し
た

こ
の
あ
い
だ
に
飽
き
て
し
ま
っ
た
方
や

も
う
止
め
た
の
か
と
思
わ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す

本
当
に
す
い
ま
せ
ん
！

小
説
は
書
き
続
け
な
い
と
ダ
メ
で
す
よ
ね

し
か
し
！

し
ば
ら
く
封
印
し
て
い
た
こ
の
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
み
る
と
…

…
感
想
が
来
て
い
る
！

庚
さ
ん
か
ら
の
あ
り
が
た
い
あ
り
が
た
い
感
想
で
し
た
！

読
ん
で
く
れ
て
い
る
人
が
確
か
に
い
る
、
と
い
う
実
感
が

忙
し
さ
を
理
由
に
怠
け
て
い
た
私
に
パ
ワ
ー
を
く
れ
ま
し
た
（
笑
）
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こ
れ
か
ら

用
事
の
無
い
日
は
な
る
べ
く
毎
日
更
新
し
よ
う
と
思
い
ま
す

そ
こ
で

少
し
だ
け
私
の
壮
大
な
計
画
を
だ
ら
だ
ら
話
さ
せ
て
く
だ
さ
い
笑

こ
の
ガ
ン
ダ
ム
ω
を
書
き
終
え
た
ら

そ
の
続
編

「
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
α
」
を
書
い
て
い
く
予
定
で
す

こ
の
２
つ
は
こ
の
サ
イ
ト
、
小
説
家
に
な
ろ
う
で
書
い
て
い
く
つ
も
り
で
す
が

私
の
中
に
は
も
う
１
つ
、
野
望
が
あ
り
ま
す

ω
の
後
か
α
の
後
か

そ
れ
は
未
定
で
す
が

こ
の
サ
イ
ト
と
は
別
の

Ｅ
★
エ
ブ
リ
ス
タ
で

現
在
構
想
中
の

「
切
り
裂
き
ジ
ャ
ッ
ク
の
日
記
（
仮
題
）
」
を
連
載
す
る
予
定
で
す

デ
ス
ノ
ー
ト
と
か
あ
っ
ち
系
の
完
全
オ
リ
ジ
ナ
ル
小
説
な
ん
で
す
が

書
く
時
は
こ
ち
ら
の
サ
イ
ト
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で

続
け
て
読
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す

そ
ん
な
こ
ん
な
で

色
々
と
先
の
こ
と
ば
か
り
語
っ
て
き
ま
し
た
が
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や
っ
ぱ
り
ま
ず
は
目
の
前
の
ガ
ン
ダ
ム
ω
か
ら
で
す
ね
！

こ
こ
か
ら
始
ま
っ
て
ネ
ッ
ト
上
で
話
題
に
な
っ
て
…

サ
ン
ラ
イ
ズ
の
誰
か
の
目
に
触
れ
て
…
フ
フ
フ

そ
ん
な
ア
ホ
み
た
い
な
夢
を
描
き
な
が
ら
今
日
も
ω
を
書
い
て
い
ま
す

私
の
野
望
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら
大
歓
迎
で
す
よ
！

ガ
ン
ガ
ン
拡
散
し
ち
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
！
（
笑
）

こ
こ
ま
で
読
ん
で
く
だ
さ
っ
て
る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
し
ょ
う
か
？
（
笑
）

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

機動戦士ガンダムω
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